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	   報 告 者
	小泉　維吹（光セーリングクラブ　中2）

	大 会 名
	IODA WORLD SAILING CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Langkawi, MALAYSIA

	大 会 期 間
	December 28, 2010 to January 08, 2011


	気温、水温

ウエアについて


	　気温は28度くらいで水温も同じくらい高かった。

服装は海パン＋ラッシュで十分だった。
　雨が降ると肌寒くなり大会期間を通じて1度パドジャケを着た。

　

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	海面は波がほとんどなく吹いたときでもチョッピー波がたつ程度だった。
　周りが島だらけなレースエリアだったので、予想通り風の振れが激しかった。


	　セッティングで

注意したこと
	　波が無いから、上り角度を重視した浅めのセッティングにした。

	　セーリングで

　注意したこと


	　大きく体を動かすと艇速が落ちてしまうので、ゆっくりと丁寧に乗るようにした。
　海面も見にくく、風も良く振れたから特に風をよくみるように集中した。

　　



	　海上で練習した

こと
	　5人でのスピード練習と、他の国の選手とも合同練習をした。
内容はコース練習やスタート練習主体に行った。
　シンガポールの選手の「タック」を見てびっくりした。そのタックを自分もできるように練習した。
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	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	　あまり良くなかった。
当然のように小さい選手にはスピードで負けることも時々あった。
　調子のいい時は走り負けてはなかった。



	　スタートは、

　どうでしたか？


	　全然うまくいかなかった。
日本のレースのスタートとは全く違うと感じた。

ラインに並ぶのが早く、少しでも遅れると　間　に入ることが難しかった。


	　コース戦略は

　どうでしたか？


	うまくいかなかった。
自分はタイプ的に、「他の選手」に合わせて走るが、今回は「風の振れ」に合わせて走る方を優先させる必要があった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	　スタートと同時に飛び出し、そのリードを最後まで保つコース取りが完成されていた。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	スピード練習。
　クローズやリーチングでのスピードは対等に走れる練習はできていると思った。、

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	　スタート練習。
　スタートでの出遅れが最後までひびいた。スタートの重要性を再確認した。

　

	　印象に残った

外国選手は？

　
	　THA112
　MAS　1

	　今後の課題と

　目標は？
	　スタートとコース戦略をもう1度見直す。

今年もワールドに出場し良い成績を残したい。

	　ＪＯＤＡへの要望
	　全体合宿は1回でいいと思うが、チーム合宿は代表コーチを交え可能な限り回数を増やす。
　チームレースの強化は絶対（合宿にて対応するしかないと思う。）

	　

その他


	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

